
 

 

令和２（2020）年度	 函館大学入学者選抜要項	

令和元年９月 30 日	

	

１．要項の目的	

	 	 この要項は、本学の令和２（2020）年度入学者選抜において、入学者受入れの方針（アド

ミッション・ポリシー）に基づき、学力の 3 要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現

力」「主体性を持ち、多様な人々と協働しつつ学習する態度」）を踏まえた多面的・総合的

評価による入学者選抜を実施するため、令和２（2020）年度入学試験要項に追加して定め、

公表します。	

	

２．推薦試験における学力検査	

	 	 推薦入試（指定校推薦入試、専門学科・総合学科推薦入試、一般推薦入試）においては、

大学教育を受けるために必要な基礎学力の状況を把握するため、面接試験において口頭試

問を行います。	

	

３．記述式問題および記述式総合問題	

	 	 学科試験（国語・数学・英語・簿記）では、「思考力・判断力・表現力」を評価するため、

自らの考えを導き出して記述する、「記述式問題」を出題します。	

学科試験（小論文）では、「思考力・判断力・表現力」を評価するため、いくつかのテキ

スト（図表を含む）を読み解き、内容を的確に把握したうえで論理的に記述する、「記述

式総合問題」を出題します。	

	

４．配点	

	 	 各試験区分における配点は下表のとおりです。	

	

筆記試験	

面接および提出書類	

（活動報告書・調査書・

入学志望動機書）	

推薦入試（指定校推薦・専門学科総合

学科推薦・一般推薦）	
―	 １００％	

試験入試	

（Ａ日程・Ｂ日程）	
９０％	 １０％	

センター試験利用入試	

（Ａ日程・Ｂ日程）	
９０％	 １０％	

編入学試験	

（Ａ日程・Ｂ日程）	
９０％	 １０％	

	

５．活動報告書の評価の観点	

	 	 社会人入試を除く全入試区分において提出を必要とする「活動報告書」について、評価の

観点を別表のとおり定めます。	



 

 

	

	 別表	 活動報告書の評価の観点 

  取り組んでいる よく取り組んでいる すぐれて 
取り組んでいる 

主体性 

資格・検定への 
取り組み 

何らかの資格・検定
試験を受験した（合
否は問わない）。 

⾼ 校 ⽣ の ⽔ 準 の 資
格・検定試験の合格
に 向 け て 取 り 組 ん
だ。 

⾼校⽣の⽔準以上の
資格・検定試験の合
格にむけて取り組ん
だ。 

⾃分の考えを 
発表する取組 

授業の⼀貫として、
学級内で⾃分の考え
を発表した。 

学年や学校全体の⾏
事の中で、⾃分の考
えを発表した。 

学校外の⾏事で、⾃
分 の 考 え を 発 表 し
た。 

多様性 

国際的な 
学習への 
取り組み 

外国語の学習におい
て「話す」技能を伸
ばす学習に取り組ん
だ。 

国内において、外国
⼈と交流した。（イン
ターネットを介した
ものも含む） 

海外へ⾏って、研修
や学習を⾏った。（単
な る 観 光 旅 ⾏ は 除
く） 

読書への 
取り組み 

学校の図書室を利⽤
する、本を⾃分で購
⼊するなど、⾃分で
本を選んで読書をし
た。 

読んだ本の内容につ
いて、感想・レビュ
ーを書いた。（学校の
課題は除く） 

幅広い分野の本を読
んで、多様な考え⽅
に触れたり、分量の
多い本に挑戦したり
した。 

協働性 

課外活動の 
取り組み 

学校の課外活動や、
地域のスポーツ・⽂
化活動、ボランティ
ア活動などに参加し
ている。 

学 業 と の 両 ⽴ を 図
り、練習・活動時間
を効率的にするため
の⼯夫をした。 

学業との両⽴を図り
つつ、活動において
優れた実績（⼤会で
の上位⼊賞など）を
あげた。 

ICT を 
活⽤した 
学習への 
取り組み 

PC やスマホ・タブレ
ットなどのIT 機器を
⽇々の学習に活⽤し
た。 

インターネットによ
る双⽅向コミュニケ
ーションを⽤いた学
習をした。 

⾃⾝の学習時間や学
習進度を管理するシ
ステムを利⽤した。 

	


